
 

 

 

 

 

 骨折に注意が必要な人は 

フレイル予防のためのデータ分析 

分析対象者：令和 2年度熊本県後期高齢者健診受診者 75 歳以上 39,302 人 

（過去 5年以内に骨折履歴あり 7,956 人、骨折履歴なし 31,346 人）） 

分析方法： 骨折の有無を目的変数、「性別」「年齢」「健康状態の検査項目」「後期高齢者の質問票の 15 項目」を説明変数 

とし、χ二乗検定、およびロジスティック回帰分析を実施 

◎『食事』『運動』『社会参加』を充実させフレイル予防に努めましょう！ 

◎貧血や骨粗しょう症がある場合は治療しましょう!!（※裏面参照） 

 

 

 

 

※高齢者の貧血ありはヘモグロビンが
11ｇ/㎗以下と判断された場合 

（日本老年学会より） 

高齢になると、加齢にともなう心身の機能が低下する「フレイル」状態になりやすく

なります。心身機能の低下は、筋力やバランス能力の低下につながり、転倒による 

『骨折』の危険がともないます。 

健康寿命を伸ばすためには『骨折』を予防することが重要です。 

高齢者健診では、貧血検査も行って

います。 

健診を受けて、貧血や生活習慣病を

早期に発見し、治療を始めましょう。 

～骨折を予防するには～ 

高齢者健診を受診した 4万人について、 

過去 5年間の骨折の有無を調べたところ 

 

骨折率が高い傾向にある人は 

① 貧血がある人 

② 女性 

③ やせ気味の人(BMI18.5未満) 

特に貧血がある人の骨折率

は、貧血がない人に比べると 

約 1.77倍も高い状況です。 

 

 
 

 

熊本県後期高齢者 

入院件数の 1位は  

骨折 
 

熊本県後期高齢者医療広域連合 TEL 096-368-6777 
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